































































































































































































































































































































































































































































































































































修身 国語 算術 体操 総教授時数
第 1 学年 2 10 5 4 21
第 2 学年 2 12 6 4 24
第 3 学年 2 15 6 4 27
第 4 学年 2 15 6 4 27
（ 23 ）
師であった。事実、第一節で確認したように、児童同士の会話を通じ
て理科的事象が説明される際に、教師が教えた知識がその正しさを担
保するものとして、児童によって持ち出されていた。一方、『尋常小
学読本』の場合、第二節で検討したように、児童は教師に加えて家族
や近隣の古老からも学ぶ存在として記述されるようになり、学校で学
ぶ児童の姿よりも、自らの生活を囲繞するさまざまな状況で家族や古
老から学ぶ児童の姿の方が数多く描写されていた。そして、家族や古
老による説明は、他者によってその正しさが担保されるものではな
く、その説明自体が既に／常に正しいものとして記述されていたので
あった。したがって、『帝国読本』では知の正しさを判別する最終的
審級に位置していたのは教師であったのに対して、『尋常小学読本』
においては、教師だけでなく、家族や近隣の古老もその場に座するこ
ととなった、という転換を剔抉することができる。換言すれば、『尋
常小学読本』において、教師以外の者も児童の社会化エージェントと
して（再）発見されたということ、そしてこのことと連動して、『帝
国読本』とは異なり、児童は多様な他者から学ぶ存在として表象され
たということを指摘することができる（20）。あるいは、児童を取り巻
く学校以外の場が有する教育機能が（再）発見されたと言うことがで
きるのかもしれない。
　第二に、『帝国読本』において、児童は主として学ぶ存在として描
出されていたのに対し、『尋常小学読本』では、もちろん児童が学ぶ
姿はさまざまな課で記されているが、児童の生活自体が数多くの課に
おいて描かれるようになった、という変容を把捉することができる。
一八二
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この変容から、学校生活を含めて、児童の生活は知の獲得という功利
主義的目的のためだけに存在するものではなく、児童の生活世界その
ものに価値があるという認識の浮上、あるいは児童独自の生活世界の
発見を読解することができるだろう。また、価値ある生活を過ごす時
期としての「児童期」が発見されつつあったと見ることもできる。そ
れゆえ、児童は将来に向けて学ぶ存在であると同時に、国木田独歩に
端を発する無垢なる存在というロマン主義的子ども（21）に近接する存
在としても、『尋常小学読本』において表象されていたと認識するこ
とができる。
　第三に、前述したように、『帝国読本』の口上書や日用文では、児
童は漢文くずし体や擬古文を綴る者として描かれる一方、『尋常小学
読本』の手紙や日記では、言文一致体を綴る者として表象されている
のであり、児童が綴る文体に大きな差異が存在している（22）。
　以上の変容を踏まえると、小学校で学ぶことが慣行となる以前に
は、主として学校で学ぶという功利主義側面に力点を置かれて眼差さ
れていた児童は、それが慣行となった時期には、功利主義的学習者で
あると同時に、それ自体に価値のある児童期を生きる者としても眼差
される存在として表現されるようになったと言うことができる。
　沢山美果子は「教育家族の成立」（中内敏夫他編『＜教育＞―誕生
と終焉―』藤原書店、1990年、108-131頁）において、1910年代から
20年代における新中間層の教育要求に、「童心を賛美する、つまり子
どもの純真さや無垢という教育以前の状態を賛美する童心主義と、教
育、学歴をつけることで無知な状態から子どもを脱却させるという矛
一八一
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盾した心性の併存」（114頁）が見られると論述している。一方、広田
照幸は、沢山の指摘に同意しつつも、「童心主義と学歴主義との間に、
もう一つ、子供は無垢＝無知であるがゆえに早期から厳しくしつけや
道徳教育をおこなって、ちゃんとした人格や生活規律を身につけさせ
ようとする、『厳格主義』とでもいうべきものが存在したように思わ
れる」（23）と論じている。そして広田は、「大正・昭和の新中間層」は、
多くの場合「それら三者をすべて達成しようとしていた」と述べ、三
者の「どこに傾斜していったとしても、そこには、かつてないほど強
烈な『教育する意志』が働いていたという点では共通している」こ
と、それゆえに三者は「『さまざまなことを学ぶべき人生特有の時期』
として＜子供期＞を認識している点では共通していた」ことを剔出し
ている（24）。
　沢山と広田の研究は、本論文とは対象時期が異なるものであり、ま
た新中間層の子どもの教育を巡る心性に照準したものであるが、両者
が指摘した童心主義、学歴主義、厳格主義を、ここまでの分析に重ね
合わせるならば、次のように述べることができる。すなわち、本論文
が分析対象とした国語読本では、学歴主義の文脈を基盤とする視線を
通じて構成される、将来のために学ぶという功利主義的な児童像は
『帝国読本』において既に存在し、価値ある児童の生活それ自体を写
実する童心主義の文脈を基盤とする視線によって構成される児童像
が、『尋常小学読本』において付加されたと見ることができる。した
がって、小学校に通うことが社会的慣行となる時期は、学歴主義に基
づく文脈で表現された児童像が、学歴主義と童心主義という二重の眼
一八〇
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差しによって構築される表象へと転換していった時期でもあったと論
じることができよう。
　付言すれば、両国語読本における児童像に照準すると、以上のよう
に分析することができるが、『帝国読本』に掲載されている歴史的人
物の幼少期を描いた伝記のなかには（したがって、本論文で分析対象
とする時期の児童を描いたものではない）、第５巻第26課（名和長
年）、第８巻第11課（松下禅尼）のように、広田が述べる厳格主義的
視線を内包しているものも存在している。しかし、『尋常小学読本』
には、その視線を内在させる課は存在していない。それゆえ、大正
期・昭和初期の新中間層が有していた厳格主義は、『帝国読本』には
見られるが、『尋常小学読本』において一端は抹消されたということ
も指摘できる。
　以上の転換が何を意味しているのか、また本論文が分析対象とした
時期以降に出版された国語読本において、童心主義、学歴主義、厳格
主義がどのように布置されながら児童が描かれることとなるのか、こ
れらの課題については、稿を改めて取り組みたい（25）。
一七九
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（４）『日本教科書大系近代編』第５巻、792頁。
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れるべきも
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、つまり大人とは別の存在として社会的に存在する者」（21
頁）を意味している。
（６）『日本教科書大系近代編』第５巻、793-794頁。
（７）井上赳『国定教科書編集二十五年』（古田東朔編、武蔵野書院、1984年）
162-164頁。
（８）第１巻では課が記されていないため、『日本教科書大系近代編』第５巻
の頁で引用箇所を示すが、第１巻で児童が描出されているのは、既に学
習した国語読本の「カミカズ」を数える二人の男子児童を描いた挿絵
（444頁）、読書・書写・算盤をする三人の男子児童を描いた挿絵（448
頁）、母親とともに髪ざしを買う女子児童の言葉と、その様子を描いた挿
絵（449頁）だけである。
（９）第４巻第20課では、家庭科的な課に児童が登場し、衣服についての児
童の会話が記述されるとともに、礼儀において衣服が有する役割、身体
を保護する衣服の機能が説明されている。また、第４巻第11・12課では、
社会科的な課に児童が登場し、遠足で川を下りながら、教師が山間や都
市の産業や人々の暮らしについて解説し、「皆ざい方のもの」である児童
は、都市の人々の往来に接し「めづらしとや思ひけん、足のつかれをも
忘れ」眺めている様子が描かれている。
（10）言及していない課では、児童は次のように姿を現している。第２巻第
４課では新しく購入した筆について話す男子児童の会話が記されるとと
もに、その様子が挿絵で描かれている。この課は学用品を扱ったもので
あり、学校で学ぶことを示す課に近い内容を有している。同第３課では
兄弟の仲のよさを表す文章と挿絵で児童が描写され、同第12課では冬が
訪れた様子を母親に伝える児童の言葉が記され、同第13課では外には雪
が積もっているが、父母のおかげで家の中で過ごすことができる幸せを
母親に述べる児童の言葉と、その様子を描いた挿絵が添えられている。
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また、同第23課では病身の母に尽くす二人の兄弟の姿が文章と挿絵で表
されている。これらの課は、家族の関係に焦点を合わせた課となってい
ると言えよう。その他、第２巻第６課では、「がくか―うの　にはで」男
女別に運動をする児童の様子が文章と挿絵で描かれ（運動と記されてい
るが、女子児童は唱歌を歌っている）、第４巻第23課ではカルタ遊びに興
じる児童の姿が挿絵で描かれている。これらは遊ぶ存在としての児童に
照準した課と見ることができよう。さらに、「われらは・に＿つぼ
ママ
ん男児
なり。せかいでつよいは・我らなり」と説明を加えている第３巻第18課
と、「君父師をよむ」という唱歌における、「吾師」の教えを受けてから、
君には忠を親には孝を尽くすという「吾日の本の」人の道に励もうとし
ている、という内容の歌詞を記載した第６巻第30課は、「日本」を強調す
る文脈において児童が描出されている課であると把捉することができる。
（11）『日本教科書大系近代編』第６巻、621-622頁。
（12）同前、622頁。
（13）粉川宏『国定教科書』新潮選書、1985年、62頁。
（14）同前、69-71頁。
（15）井上、前掲書、168-172頁。
（16）第２巻59-60頁には、「タロー　ハ　ヨイ　コドモ　デス。（中略）ガッ
コー　デハ、センセイ　ノ　ヲシヘ　ヲ　マモッテ、ヨク、ベンキョー
シマス。ウンドー　モ　シマス。／タロー　ハ、キット、カシコイ　ヒ
ト　ニ　ナリマセウ」と記され、また「なまけもの」という題目を有す
る第７巻第３課では、二人の男子児童が学校へ行く道と野原へ行く道と
に繋がる四つ角で出会い、春野は学校へ行くというのに対し、秋山は
「学校へ、行くのか。あの、おもしろくない学校へ、行くのか。来たま
へ。野原へ、行かう」と誘い、結局、春野は学校へ行き、秋山は野原へ
行くこととなる場面、そして約20年後、春野は「顔色のよい、きれいな
着物をき
マ
た
マ
主人」となり、春野が住む家を「顔色のわるい、きたない着
物を着た」秋山が助けを求めて尋ねる様子が描かれている。これらの課
からは、学校へ通うことの意義が、『尋常小学読本』の段階でも説かれて
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いたと言うことができよう。
（17）これらの課に加えて、第４巻第９課にも、姉のおうめが教師役になり、
弟の一郎に目隠しをして、膝に猫を置いて、それが何なのか、また何色
なのかを当てさせる遊びをしている場面が描かれている。
（18）付言すると、第４巻第16・17課は母親が娘に手紙の書き方を教える課
となっている。
（19）安藤修平「教育課程の変遷」（国立教育政策研究所『国語科系教科のカ
リキュラムの改善に関する研究―歴史的変遷・諸外国の動向―』2002年、
３-14頁）によれば、1890年11月に発された普通学務局長通牒は（通牒名
は記述されていない）、尋常小学校における読書・作文・習字の配当教授
時数は、「１年では、読書・作文で９時、習字４時。２年では、読書７
時、作文２時、習字４時。３・４年では、読書７時、作文３時、習字５
時」（５頁）としていたという。したがって、読書に多くの時数が割かれ
ていたと言えよう。
（20）児童にとって学校以外の場も学ぶ場に組み込まれ、教師以外の存在も
教える者として（再）発見されたとするならば、児童像の変容と連動し
て、1890年代から1900年代にかけて学校や教師の語られ方に変容が見ら
れたのかということも問われるべき重要な課題となる。この課題につい
ては、別の機会に分析することとしたい。
（21）河原和枝『子ども観の近代―『赤い鳥』と「童心」の理想―』中公新
書、1998年、62-65頁。
（22）当時の子どもの綴る文体の転換が有していた意味について、国語読本
ではないが、少年雑誌『少年世界』を分析対象として、次の論文におい
て考察した。拙稿「明治後期における少年の書字文化の展開―『少年世
界』の投稿文を中心に―」『教育学研究』第64巻第４号、1997年、1-10頁。
（23）広田照幸『日本人のしつけは衰退したか―「教育する家族」のゆくえ
―』講談社新書、1999年、58頁。
（24）同前、63-70頁。
（25）新中間層に現れた教育家族が、どのように「我が子」を教育しようと
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していたのかということについては、拙稿「学園都市が形成する教育文
化―一九三〇年前後の成城学園を事例として―」（『成城文芸』第189号、
2005年、1-20頁）で考察を展開した。
付記　引用文中の漢字については、旧字体・俗字は新字体に改めた。
　　　 本論文は、成城大学特別研究助成金による研究成果の一部を公表した
ものである。
